
令和４年１０月 

 

令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果について 

 

令和４年４月１９日に３年生を対象に実施された「全国学力・学習状況調査」の結

果について、次の通り概要をお知らせします。 

 

１ 学力面について 

平岡南中学校の平均正答率は、右表に示した

全国・兵庫県と比べて国語は少し高い傾向、数

学・理科は同程度・やや低い傾向を示していま

す。特に各教科とも、記述式で解答する問題に

ついては正答率が低く、無回答率が高い傾向に

あります。 

※文部科学省・加古川市教育委員会の方針により、各学校の正答率は公表しないこととしています。 

《国語の成果と課題》 

「漢字を読む力」「場面の展開、登場人物の心情や行動に注意して読み、内容を理解する」など、

『話すこと』『聞くこと』については、基礎的な知識や能力が定着していることを調査結果から読

み取ることができます。 

その一方で、『書くこと』『読むこと』について課題が見られました。特に「書いた文章を読み返

し、語句や文の使い方、段落相互の関係に注意して書く」「伝えたい事柄が相手に効果的に伝わる

ように書く」といった記述式の問題に課題が見られ、無解答率が比較的高い値を示しています。同

時に、国語への関心・意欲・態度に関する結果及び読書量についても課題が見られました。 

今回の調査を踏まえ、根拠を明確にして表現する等の学習を充実させることが重要であると考え、

これらの力を身につけることができる授業展開を目指していきます。 

《数学の成果と課題》 

「目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を証明する

ことができる」など「数と式」の領域については、これまでの学習の取組が成果として表れている

ことを調査結果から読み取ることができます。 

しかしながら、データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現方法を用いて説明するこ

とができる」といった思考・判断・表現を伴う問題に課題が見られ、無解答率も比較的高い値を示

しています。今後も、ＩＣＴ機器を効果的に活用し、協同的探究学習を柱とした授業を展開するこ

とで、「できる学力」と「わかる学力」の両立を目指した授業展開を進めていきます。 

《理科の成果と課題》 

エネルギーや地球に関する問題は全国平均と同程度でした。また、知識や技能を問う『できる学

力』については、これまでの学習の取組が成果として表れていることを調査結果から読み取ること

ができます。 

正答率 

教科 兵庫県（公立） 全国（公立） 

国語 ６９．０％ ６９．０％ 

数学 ５１．４％ ５３．０％ 

理科 ４９．３％ ４９．０％ 



しかしながら、データの傾向を的確に捉えることや、粒子や生命に関する問題に課題が見られ、

無解答率も比較的高い値を示しています。今後は、実験・観察より考察する際に、協同的探究学習

を柱とした授業を展開することで、『わかる学力』との両立を目指した授業展開を進めていきます。 

 

２ 生徒質問用紙から 

良かったところ《全国・県と比較して集計値が高かった項目》 

〇先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う 

〇朝食は毎日食べている 

〇困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる 

〇自分には良いところがあると思う 

〇１,２年生のときに受けた授業で、パソコン・タブレットなどの ICT機器を、頻繁に使用している 

〇人が困っているときは、進んで助けられる 

〇いじめはどんな理由があってもいけないことだ 

 

これからの課題《全国・県と比較して集計値が低かった項目》 

▲授業時間以外に読書をしている 

▲スマホ等の使い方について家の人と約束したことを守っている 

▲学校が休みの時に、自分で計画を立てて勉強している 

▲難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している 

▲解き方がわからないときは、あきらめずに様々な方法を考える 

 

３ 今後の取組 

以上の結果から、本校の生徒は心優しく思いやりの心があり、学校生活内外において素直な心を

持っていることが調査結果に顕著に表れています。 

校内でも男女問わず、困った級友や苦しんでいるときにやさしく声をかけている場面がよくみら

れます。また、教職員とも良好な人間関係を育んでいます。 

一方で「スマホやゲームの時間に費やす時間が長く」「読書量が少ない」等により、学習面全般

に改善を図っていく必要があることが、調査結果に表れています。 

以上の調査結果を受け、引き続き学校と家庭との連携を密にしながら、学力向上はもちろん、本

校教育目標である「こころ豊かに たくましく生きる 生徒の育成」の実現に向けて、毎日楽しい

と思える学校づくりに取り組んでいきます。 

今後とも、本校教育へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 


